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C O N T E N T S

特  集
広島西こども発達
支援センター

くれよん
＆

市議会

お月見のお団子を

� つくったよ !
くれよんに通う、大木亜矢さんと息子
の朝陽（あさひ）くん。
以前のところは週３日だけでしたが、
やっと毎日通える居場所ができました。
「人との関わりなど、ゆっくりとした
成長ですが、出来ることが増えていく
のを感じる時が一番うれしい。」と話
されていました。

2016.11. 1　NO.51　　　９月定例会の内容を中心にお伝えします。



〈
く
れ
よ
ん
開
設
へ
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
〉

・
長
年
待
ち
望
ん
で
い
た
の
で
、「
や
っ
と
で
き
た
ね
。」

と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
す
。

・
毎
日
通
え
る
場
所
が
な
く
、
子
ど
も
と
二
人
で
過
ご

す
日
々
が
す
ご
く
大
変
で
し
ん
ど
か
っ
た
。
親
子
の

居
場
所
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

・
子
ど
も
の
発
達
の
事
で
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
相
談

で
き
る
場
所
が
で
き
て
と
て
も
心
強
い
で
す
。

・
わ
が
子
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
こ
と
は
、
子
ど
も

や
親
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
心
強
い
で
す
。

〈
今
後
の
児
童
福
祉
施
策
へ
何
を
期
待
し
ま
す
か
〉

・
誰
も
が
子
育
て
し
や
す
い
、
生
活
し
や
す
い
地
域
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
悩
ん
で
い
る
人
が
行
き
や
す

い
、
ハ
ー
ド
ル
の
低
い
相
談
窓
口
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

・
医
療
型
の
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

・
子
ど
も
の
発
達
の
遅
れ
に
対
す
る
理
解
が
ま
だ
ま
だ

乏
し
い
と
感
じ
ま
す
。
も
っ
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

え
る
対
応
を
期
待
し
ま
す
。

・
利
用
申
請
な
ど
の
手
続
き
が
し
ん
ど
い
で
す
。
も
っ

と
簡
単
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。

〈
市
議
会
へ
の
感
想
や
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
〉

・
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
市
議
会
に
も
無
関
心
で
は

い
ら
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
市
民
と
の
対
話
や
、

議
会
活
動
の
状
況
な
ど
、
ど
の
世
代
に
も
わ
か
り
や

す
く
伝
え
て
欲
し
い
で
す
。

・
子
ど
も
達
が
地
域
に
根
付
き
、
よ
り
良
い
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

・
発
達
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
達
の
状
況
や
、
家
族
の

状
況
な
ど
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ス
ピ
ー
ド

感
の
あ
る
対
応
と
提
案
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

特集

広島西こども発達支援センター

くれよん
&

市議会
本年4月に、広島県から事業指定を受け、
福祉型児童発達支援センター「くれよん」
が四季が丘に開設されました。
発達に支援が必要な子どもを育てる親た
ちの、願いや思いが詰まった施設です。
9月27日には、同施設内での初めての運
動会が開かれ、子どもたちの楽しそうな
元気な声が響きわたりました。
今回は、「くれよん」に通う子ども達の
保護者や職員の方にお話を伺いました。

誰
も
が
子
育
て
も
生
活
も
し
や
す
い
地
域
に
な
れ
ば

入園式の後でハナミズキの苗を記念に植えました。
子ども達といっしょに、スクスクと成長してほしいで
すね。
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「
職
員
の
み
な
さ
ん
に
も
お
話
を
伺
い
ま
し
た
」

〈
子
ど
も
達
に
関
わ
る
な
か
で
感
じ
る
こ
と
は
〉

・
4
人
に
1
人
の
職
員
が
基
準
で
す
が
、
行
き
届
い
た

療
育
に
は
少
な
い
と
感
じ
る
。
臨
時
職
員
で
追
加
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
制
度
の
拡
充
が
望
ま
れ
ま
す
。

・
療
育
の
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
で
、
相
談
件
数
も
増
え

て
き
た
と
思
い
ま
す
。

・
保
護
者
も
様
々
な
思
い
が
あ
り
、
思
い
を
う
ま
く
伝

え
ら
れ
ず
、
う
ま
い
受
け
止
め
も
で
き
な
い
。
も
っ

と
ス
キ
ル
を
磨
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
療
育
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
〉

・
親
子
で
過
ご
す
楽
し
み
を
感
じ
、
み
ん
な
で
成
長
を

喜
び
合
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

・
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
絵
本
に
出
て
く
る
素
材

を
一
人
ひ
と
り
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
し
、
自
分
の

居
場
所
づ
く
り
や
安
心
感
の
動
機
づ
け
に
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
も
気
に
入
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
。

・
一
人
ひ
と
り
を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。“
自
分
っ
て
す
て
き
”
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

他
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど

の
思
い
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
思
い
を
共
有
し
、
施
策
な
ど
の
充
実
に

向
け
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「広島西こども発達支援センターくれよん」
くさのみ福祉会が平成13年３月に親子教室を開始して15年。保護者の「毎日通うこと
のできる場がほしい！」という願いが本年４月に実現しました。
児童発達支援、保育所等訪問支援、放課後等デイサービス、広島県障害児等療育支援	
事業の４つの事業を行っており、“自分ってすてき”と思える子どもを育てたいとの思いが	
伝わりました。
写真は、運動会終了後に恥ずかしがる理事長の椿さんと先生たちにお願いしてパチリ。
天井に吊るされた、子ども達のシンボルマークでつくった万国旗がすてきですね。
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廿
日
市
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

会
期
18
日
間　

9
月
13
日
〜
9
月
30
日

● 
９
月
定
例
会 

●

今号では
この中から
３つを

Pick up

今
回
の
議
案
は

原
案
可
決

（
議
案
10
件
、発
議
2
件
）�
… 
12
件

同
意 

…
…
…
…
…
…
… 

1
件

報
告 

…
…
…
…
…
…
… 

4
件

承
認 

…
…
…
…
…
…
… 

1
件

計
18
件

〈
議
案
第
86
号
〉
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

修
正
案 

賛
成
討
論

実
行
委
員
会
に
は
運
営
を
請
負
う
大
手
広
告
代
理
店
も
い
る
が
、
連
帯
責
任
が
十
分

機
能
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
大
会
終
了
後
に
実
行
委
員
会
で
不
足
額
の
検
討
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
改
め
て
実
行
委
員
会
で
議
論
、
検
討
を
す
べ
き
と
考
え
950
万
円
の
削

除
に
賛
成
す
る
。

修
正
案 

反
対
討
論

発
議
者
と
の
質
疑
応
答
が
か
み
合
わ
ず
、
的
外
れ
な
答
弁
ば
か
り
で
は
議
会
の
正
当

性
が
確
保
で
き
な
い
。
ま
た
、
既
に
実
行
さ
れ
た
事
業
に
対
し
て
市
の
不
払
い
決
定

は
違
法
で
あ
り
、
違
法
な
議
決
は
で
き
ず
反
対
。

今
後
は
、
議
会
と
し
て
の
責
任
の
あ
り
方
も
考
え
て
い
く
べ
き
だ
。

Pick up 1

ア
ジ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

負
担
金

950
万
円
追
加

4
・
5
月
に
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
に
お
い
て
、

安
全
対
策
費
や
会
場
設
営
費
な
ど
に
見
込
み
を
上
回
る
費
用
が
生
じ
た

の
で
、
実
行
委
員
会
へ
の
負
担
金
追
加
を
含
む
補
正
予
算
案
が
提
出
さ

れ
、
予
算
特
別
委
員
会
で
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
会
議
で
は
、
一
部
の
議
員
か
ら
「

950
万
円
全
額
を
市
税
で

負
担
す
る
の
は
反
対
だ
。」
と
し
て
、
補
正
予
算
案
か
ら

950
万
円
を
削

除
し
た
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成

少
数
で
否
決
し
、
原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
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〈
議
案
第
85
号
〉
非
常
勤
消
防
団
員
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す
る
条
例

〈
議
案
第
90
号
〉
財
産
（
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）
の
取
得
に
つ
い
て

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ	

化
学
消
防
ポ
ン
プ
車
の
運
用
実
績
は
ど
う
か
。

Ａ	
平
成
12
年
に
配
備
さ
れ
て
か
ら
、
火
災
や
交
通
事
故
時
に
第
一
線
で
活
動
し
て

い
る
。
泡
消
火
を
行
っ
た
の
は
車
両
火
災
時
の
1
回
。

Ｑ	

化
学
消
防
ポ
ン
プ
車
を
配
備
す
る
根
拠
は
あ
る
か
。

Ａ	

国
の
整
備
方
針
に
よ
り
燃
料
な
ど
危
険
物
を
扱
う
施
設
数
が
50
以
上
500
未
満
に

1
台
配
置
で
あ
り
、
該
当
施
設
が
市
内
で
は
161
施
設
で
あ
る
。

Pick up 2
「
機
能
別
団
員
」
を

�

消
防
団
に
新
た
に
設
置

Pick up 3

化
学
消
防
ポ
ン
プ
車
を

�

16
年
ぶ
り
に
最
新
型
に

廿
日
市
消
防
署
に
配
備
さ
れ
て
い
る
化
学
消
防
ポ
ン
プ
車
を
更
新
・
取

得
す
る
事
を
可
決
し
ま
し
た
。
価
格
は
５
，
６
９
７
万
円
で
し
た
。

化学消防ポンプ自動車とは
油火災や工場などでの化学火災
の消火用として最適な消防車。
水槽（1700L）と薬液槽（250Lx2）
をそなえ、水と薬液を混合して
噴射する事ができます。
今回 導入する車両は、走行中に
装備が露出しない（装備を収納で
きる）「オールシャッタータイプ」
の車両です。

オールシャッタータイプの
化学消防ポンプ車

全
国
的
に
消
防
団
員
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
充
足
率
が
低
下
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昼
間
の
人
員
確
保
も
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
、
特
定
の
業
務
の
み
に
従
事
す
る
団
員
を
「
機
能
別
団
員
」
と
位

置
付
け
、
そ
の
定
員
、
資
格
、
報
酬
の
額
等
を
定
め
る
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
、
女
性
、

大
学
生
等
に
も
消
防
団
へ
の
門
戸
が

広
が
り
ま
す
。

主
な
業
務
は
、
交
通
整
理
や
避
難
所
の
対
応

な
ど
後
方
支
援
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
「
機
能
別
団
員
」
は
、

各
分
団
で
は
な
く
、
消
防
団
本
部
に

配
属
と
な
り
ま
す
。

改
正
の
内
容

・
団
員
の
定
員
（

732
名
）
の
う
ち
、
70
人
を
機
能
別
団
員
と
す
る
。

・
団
員
の
資
格
要
件
に
、
消
防
団
の
区
域
内
に
通
学
す
る
者
を
加
え
る
。

・‌�

機
能
別
団
員
に
は
、
年
額
1
万
円
の
報
酬
を
支
給
し
、
従
事
す
る
消

防
事
務
の
内
容
に
よ
り
必
要
な
被
服
等
を
貸
与
す
る
。
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Ｑ	

市
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

に
取
り
組
み
、
市
民
に
啓
発
活
動

を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
指
定

事
業
者
以
外
の
者
に
よ
る
資
源
の

持
ち
去
り
行
為
が
後
を
絶
た
な
い

と
聞
く
。
持
ち
去
り
は
市
民
の
リ

サ
イ
ク
ル
意
識
や
行
動
に
水
を
差

す
行
為
で
あ
り
見
過
ご
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
全
国
の
自
治
体
で
は

「
持
ち
去
り
禁
止
条
例
」
な
ど
を
制

定
し
抑
止
効
果
を
上
げ
て
お
り
、

本
市
も
条
例
を
制
定
す
べ
き
だ
。

Ａ	

持
ち
去
り
行
為
に
よ
り
、
市
民
の

分
別
意
欲
の
低
下
を
招
い
た
り
、

減
量
化
・
資
源
化
へ
の
関
心
が
希

薄
に
な
ら
な
い
よ
う
環
境
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
資
源
物

の
持
ち
去
り
を
抑
制
す
る
方
策
と

し
て
、
集
団
回
収
の
推
奨
と
併
せ
、

他
市
の
実
情
を
参
考
に
、
条
例
の

整
備
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ	

本
市
の
中
山
間
地
唯
一
の
県
立
佐

伯
高
等
学
校
は
、
少
子
高
齢
化
や

地
域
外
へ
の
進
学
で
生
徒
数
が
減

少
し
て
い
る
。
た
と
え
県
立
高
校

で
あ
っ
て
も
、
高
校
を
核
と
し
た

地
域
活
性
化
の
た
め
、
市
も
し
っ

か
り
と
応
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

ク
ラ
ブ
活
動
や
通
学
費
用
の
負
担

軽
減
、
公
営
塾
の
開
設
や
地
域
支

援
員
の
配
置
を
す
る
な
ど
の
応
援

策
が
考
え
ら
れ
な
い
か
を
問
う
。

Ａ	

市
と
し
て
も
教
育
活
動
の
充
実
に

係
る
費
用
や
、
遠
距
離
通
学
者
に

対
す
る
負
担
の
軽
減
を
新
た
な
支

援
策
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
学
校
の
活
性
化
に
特
化
し
た
地

域
支
援
員
の
設
置
や
、
受
験
対
策
、

地
域
学
習
を
中
心
と
し
た
公
営
塾

の
設
置
は
魅
力
的
な
学
校
づ
く
り

が
期
待
さ
れ
る
。
引
き
続
き
学
校

と
協
議
検
討
を
し
、
し
っ
か
り
と

支
援
し
て
い
く
。

資
源
ご
み
持
ち
去
り

に
断
固
た
る
措
置
を

し
っ
か
り
と

佐
伯
高
校
の
応
援
を

岡本　敏博 議員

広畑裕一郎 議員

 

そ
の
他
の
質
問

・
人
口
減
少
対
策
の
目
標
値
に
つ
い
て

・
自
治
会
な
ど
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
民
泊
に
つ
い
て

・
移
動
期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て

一
般
質
問
と
は
？

市
の
行
う
一
般
事
務
に
つ
い
て
議
員
が
質
問
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
質
問
で
す
。

あ
な
た
が
関
心
を
も
っ
た
質
問
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
質
問
議
員
20
名
　
質
問
51
項
目

※�

各
議
員
の
質
問
中
、
一
問
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

�

そ
の
他
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
会
議
録
・
廿
日
市
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一

般

質

問

議
員
の

&

市
のＱ
Ａ
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Ｑ	

国
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
で
保
育
の
量
的
拡
充
と
質
の
向

上
を
両
論
と
し
て
、
子
育
て
を
社
会

全
体
で
支
え
る
と
し
、
3
歳
児
の
保

育
士
配
置
基
準
を
20
対
1
か
ら
15
対

1
に
す
る
た
め
に
必
要
な
改
善
が
実

施
さ
れ
た
の
を
受
け
て
市
も
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

	

ま
た
、
年
度
中
途
で
の
入
園
が
困
難

な
中
で
、
入
園
予
約
制
度
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
、市
の
考
え
を
問
う
。

Ａ	

市
内
民
間
保
育
園
は
、
全
て
15
人
以

下
の
児
童
に
対
し
て
1
人
の
保
育
士

を
配
置
し
て
い
る
。
公
立
保
育
園
は
、

20
人
に
1
人
の
配
置
と
な
っ
て
い
る

園
も
あ
る
。
保
育
の
質
の
向
上
を
図

る
観
点
か
ら
、
来
年
4
月
か
ら
15
人

の
児
童
に
1
人
の
保
育
士
を
配
置
す

る
。
入
園
予
約
制
度
に
つ
い
て
は
、

国
が
補
助
を
導
入
す
る
の
で
、
研
究

し
で
き
る
所
か
ら
実
施
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ	

小
規
模
農
家
は
、
高
齢
化
が
進
み

個
人
で
の
稲
作
が
困
難
な
状
況
。

一
部
に
お
い
て
春
と
秋
の
農
作
業

は
作
業
受
託
を
行
っ
て
い
る
法
人

や
個
人
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

	

一
方
、
育
成
期
間
中
の
水
ま
わ
り

や
草
刈
等
は
農
家
自
身
で
行
っ
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
も
年
と
共

に
困
難
と
な
り
、
複
数
の
農
家
か

ら
作
り
手
を
求
め
る
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
市
と
し
て
対
策
を
講
じ

る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ	

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
進
め
、

規
模
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
水
稲

生
産
に
あ
っ
て
は
、
作
業
受
託
を

中
心
に
行
っ
て
い
る
法
人
が
、
所

有
者
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、
全

て
を
行
う
農
業
経
営
に
転
換
す
る

よ
う
促
し
た
い
。
ま
た
収
益
性
の

高
い
農
産
物
へ
の
転
換
や
付
加
価

値
向
上
、
も
う
か
る
農
業
経
営
に

向
け
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
支
援
し
た
い
。

Ｑ	

こ
の
地
域
の
整
備
は
い
つ
取
り
か

か
り
、
い
つ
終
了
の
予
定
か
。

Ａ	

24
年
3
月
に
宮
島
口
地
区
は
廿
日

市
処
理
区
に
変
更
し
、
昨
年
7
月

に
宮
島
口
1
丁
目
か
ら
4
丁
目
、

宮
島
口
上
1
，
2
丁
目
を
下
水
道

の
事
業
認
可
地
区
と
し
、
順
次
測

量
・
調
査
・
設
計
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
現
状
は
地
御
前
1
号
幹
線

を
今
年
度
国
道
2
号
線
の
旧
市
町

境
界
付
近
ま
で
整
備
し
、
31
年
度

完
成
予
定
の
宮
島
口
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
開
設
に
合
わ
せ
、
間
に
合

う
よ
う
に
整
備
す
る
。
宮
島
口
北

側
の
汚
水
処
理
は
、
Ｊ
Ｒ
赤
崎
第

2
踏
切
の
軌
道
下
を
横
断
す
る
計

画
で
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
進
め
る
が
、

協
議
に
3
年
程
度
を
要
す
る
た
め
、

施
工
は
31
年
か
ら
と
考
え
、
宮
島

口
上
の
団
地
を
含
め
た
全
域
の
整

備
は
お
お
む
ね
10
年
程
度
必
要
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ	

昔
、
宮
島
は
神
の
島
で
神
職
も
住

め
な
い
た
め
、
風
波
で
渡
れ
な
い

時
は
地
御
前
神
社
で
祭
事
を
行
っ

て
い
た
。
こ
の
た
め
、
嚴
島
神
社

を
内
宮
と
呼
び
、
地
御
前
神
社
は

外
宮
と
呼
ば
れ
、
現
在
で
も
地
御

前
神
社
で
は
旧
暦
の
5
月
5
日
に

御
稜
衣
祭
等
が
開
催
さ
れ
、
旧
暦

の
6
月
17
日
に
は
管
絃
祭
が
開
催

さ
れ
て
い
る
が
、
嚴
島
神
社
の
外

宮
と
い
う
認
知
度
が
低
い
の
で
嚴

島
神
社
と
セ
ッ
ト
で
の
周
知
活
動

が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ	

嚴
島
神
社
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
摂
社
と
し
て
地
御
前
神
社
が

紹
介
さ
れ
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
嚴
島
神
社
と
の
関
連
性
に
つ

い
て
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
嚴
島
神
社
と
の
関
連

性
や
周
遊
さ
せ
る
た
め
の
ス
ト
ー

リ
ー
性
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

保
育
士
配
置
基
準
と

入
園
予
約
制
度
に
つ
い
て

小
規
模
農
地
を
ま
も
れ

宮
島
口
周
辺
の

下
水
道
整
備
を
急
げ

由
緒
あ
る

地
御
前
神
社
の
周
知

小泉　敏信 議員

林　　忠正 議員

堀田　憲幸 議員

井上佐智子 議員

 

そ
の
他
の
質
問

・（
仮
称
）
民
生
委
員
協
力
員
制
度
の
新
設

に
つ
い
て

・
観
光
客
の
集
客
を
目
的
に
、
特
別
職
や
市
職
員
の

名
刺
に
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
拠
点
性
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
実
効
性
の
あ
る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
に
つ

い
て

・
実
効
性
の
あ
る
貧
困
対
策
に
、
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
の
導
入
を

 

そ
の
他
の
質
問

・
県
道
2
号
岩
国
佐
伯
線
の
整
備
に
つ
い
て

・
平
成
28
年
度
住
民
税
納
付
に
つ
い
て

・
障
が
い
者
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て
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大﨑　勇一 議員

新田　茂美 議員

法
定
外
目
的
税
導
入

の
実
現
性
は

温
浴
施
設
等
の
料
金

体
系
の
見
直
し
を

定
住
促
進
に

空
き
家
活
用
を

山田　武豊 議員

Ｑ	

現
在
、
導
入
を
検
討
し
て
い
る
法

定
外
目
的
税
（
入
島
税
）
の
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

Ａ	

新
税
導
入
検
討
委
員
会
で
は
、
来

島
者
か
ら
い
た
だ
く
入
島
税
と
観

光
施
設
利
用
者
に
対
し
て
の
施
設

利
用
税
の
両
面
で
議
論
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
税
方
式
に
加
え
、

任
意
の
協
力
金
と
い
っ
た
方
法
も

提
言
い
た
だ
い
て
お
り
、
10
月
の

最
終
委
員
会
の
報
告
結
果
を
踏
ま

え
、
方
向
性
を
示
し
た
い
。

Ｑ	

法
的
に
は
可
能
だ
が
、
制
度
導
入

ま
で
の
課
題
解
決
の
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
と
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

課
題
を
ク
リ
ア
で
き
る
の
か
。

Ａ	

来
年
度
か
ら
の
新
税
導
入
は
厳
し

い
と
感
じ
て
い
る
が
、
導
入
が
可

能
で
あ
る
な
ら
ば
時
間
を
か
け
て

で
も
実
施
に
向
け
て
取
り
組
み
た

い
。

Ｑ	

本
市
内
に
は
、
市
民
が
よ
り
活
力

の
あ
る
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
の
様
々
な
施
設
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
施
設
は
、
広
く
市
民
に
使
っ

て
も
ら
っ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
と

考
え
る
。
そ
の
中
で
も
温
浴
施
設

に
つ
い
て
は
、
65
歳
以
上
の
方
に

対
し
て
は
、
通
常
の
大
人
料
金
よ

り
も
安
価
な
料
金
設
定
が
あ
っ
て

も
良
い
と
思
う
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
の
考
え
を
問
う
。

Ａ	

入
浴
料
金
は
、
条
例
の
範
囲
内
で
、

指
定
管
理
者
か
ら
提
案
さ
れ
た
金

額
を
市
が
承
認
し
て
い
る
。
市
は
、

そ
れ
ら
入
浴
料
金
の
減
額
措
置
は

考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
指
定

管
理
者
に
対
し
て
、
誘
客
へ
の
起

爆
剤
と
し
て
、
ま
た
市
民
へ
の
還

元
と
い
っ
た
形
で
、
定
例
的
ま
た

は
臨
時
的
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
実

施
可
能
か
ど
う
か
、
提
案
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ	

本
市
は
住
み
や
す
さ
県
下
一
の
称

号
を
も
ら
い
、
人
口
も
わ
ず
か
な

が
ら
増
え
て
い
る
。
一
方
で
空
き

家
も
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
こ
で

他
市
か
ら
の
Ｕ
、
Ｉ
、
Ｊ
タ
ー
ン

希
望
者
へ
Ｐ
Ｒ
の
材
料
と
し
て
空

き
家
を
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ	

本
市
で
は
、
19
年
3
月
に
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
設
置
要
綱
を
施
行
。

空
き
家
と
思
わ
れ
る
建
物
の
所
有

者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

空
き
家
予
防
や
市
外
か
ら
の
移
住

者
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
、
実

効
性
の
あ
る
対
策
計
画
を
作
成
す

る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ	

東
京
の
広
島
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ

「
タ
ウ
」
に
本
市
の
住
宅
情
報
誌
の

よ
う
な
も
の
は
置
け
な
い
の
か
。

Ａ	

現
在
小
さ
い
が
ス
ペ
ー
ス
は
あ
る
。

ま
た
近
く
に
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
希
望
者
に
対
応
し
て
い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問

・
公
共
施
設
の
管
理
と
制
度
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
本
市
の
産
後
ケ
ア
と
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

Ｑ	

厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り
越
え
る

た
め
、
新
た
な
自
主
財
源
確
保
策

と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
次
の
点
に

つ
い
て
問
う
。

	

①
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
募
集

状
況
と
、
寄
附
目
標
額
に
つ
い
て

問
う
。

	

②
市
民
へ
の
寄
付
喚
起
と
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
方
式
の
導

入
へ
の
考
え
を
問
う
。

Ａ	

①
7
月
4
日
に
説
明
会
を
開
催
し
、

44
社
の
参
加
が
あ
っ
た
。

	

現
在
、
50
事
業
者
か
ら
147
品
目
を

出
品
い
た
だ
き
、
今
年
度
は
1
千

万
を
目
標
額
と
し
、
29
年
度
は
2

〜
3
千
万
円
を
見
込
む
。

	

②
市
民
へ
は
広
報
紙
や
Ｈ
Ｐ
で
周

知
を
し
て
い
き
た
い
。
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
国
の
動
き
も

あ
り
、
ふ
る
さ
と
寄
付
金
を
進
め

な
が
ら
調
査
と
検
討
を
す
る
。

新
た
な
自
主
財
源

確
保
を

 

そ
の
他
の
質
問

・
魅
惑
の
里
の
火
災
に
つ
い
て

・
教
育
施
設
使
用
料
等
の
地
域
間
格
差
に
つ
い
て

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
の
効
果

の
検
証
に
つ
い
て

栗栖　俊泰 議員
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向井　恵美 議員

枇杷木正伸 議員

角田　俊司 議員

中島　康二 議員

介
護
保
険
軽
度
者
の

給
付
抑
制
に
つ
い
て

育
児
支
援
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
を
守
る

基
盤
整
備
に
つ
い
て

大
野
浦
駅
南
側

土
地
の
有
効
活
用
を

Ｑ	

政
府
は
、
次
回
の
介
護
保
険
制
度
改

正
（
30
年
4
月
施
行
）
に
お
い
て
、

要
支
援
1
か
ら
要
介
護
2
ま
で
の
人

の
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
や
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
を
「
原
則
自
己
負
担
」

に
す
る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
実
現
す
れ
ば
利

用
者
の
大
幅
負
担
増
に
な
り
生
活
を

圧
迫
す
る
が
、
対
象
者
数
と
負
担
金

の
増
額
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

Ａ	

仮
に
要
支
援
1
か
ら
要
介
護
2
ま
で

の
人
が
全
額
負
担
と
な
っ
た
場
合
、

福
祉
用
具
貸
与
だ
け
で
も
現
在
約
1

万
7
千
人
が
利
用
し
て
い
る
。
負
担

金
は
1
億
4
千
3
百
万
円
に
も
な
り
、

一
人
当
た
り
の
月
額
平
均
負
担
増
額

は
８
，
４
０
０
円
に
な
る
。

Ｑ	

本
市
の
対
応
と
見
解
を
問
う
。

Ａ	

本
市
と
し
て
は
、
年
末
を
目
途
に

検
討
さ
れ
る
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
事
前
に
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ	

出
産
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
復
帰

す
る
た
め
に
は
、
0
歳
児
保
育
の

充
実
が
必
要
と
思
う
が
、
市
の
現

状
は
ど
う
か
。

Ａ	

特
に
0
歳
児
か
ら
2
歳
児
の
低
年
齢

児
は
、
年
度
途
中
か
ら
の
入
園
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
。
引
き
続
き
民
間

保
育
園
の
誘
致
や
、
0
歳
児
保
育
実

施
園
の
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ	
市
内
企
業
に
事
業
所
内
保
育
を
推

進
し
て
い
く
上
で
手
本
と
な
る
よ

う
、
市
庁
舎
内
に
保
育
施
設
が
必

要
と
思
う
が
考
え
を
問
う
。

Ａ	

事
業
所
内
保
育
は
、
待
機
児
童
の

解
消
や
女
性
の
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
考

え
る
。
し
か
し
、
市
役
所
周
辺
に

は
保
育
園
が
既
に
あ
り
、
庁
舎
内

の
ス
ペ
ー
ス
確
保
が
難
し
く
、
加

え
て
、
整
備
費
に
対
し
て
国
の
補

助
制
度
が
な
い
こ
と
か
ら
、
現
実

的
に
困
難
で
あ
る
。

Ｑ	

市
で
は
様
々
な
災
害
が
想
定
さ
れ

る
な
か
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
防
災
対
策
や
要
望
な
ど
に
対
し
、

ど
こ
ま
で
細
か
な
行
政
対
応
が
図

ら
れ
、実
行
さ
れ
て
い
る
か
を
問
う
。

Ａ	

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
事
は

何
よ
り
重
要
と
考
え
て
い
る
。

	

今
後
と
も
、
地
域
住
民
と
の
対
話

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
現

状
や
実
情
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、

き
め
細
か
な
対
応
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
。

Ｑ	

今
年
度
中
に
は
南
北
自
由
通
路
が

開
通
し
、
29
年
度
末
に
は
駅
舎
や

周
辺
道
路
等
の
整
備
工
事
が
完
成

の
見
込
み
で
あ
る
。

	

そ
こ
で
、
駅
南
側
を
駅
周
辺
に
ふ

さ
わ
し
い
用
途
地
域
へ
変
更
し
、

本
市
の
西
の
玄
関
口
と
し
て
、
活

力
と
魅
力
あ
る
市
街
地
を
形
成
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ	

用
途
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
駅
周

辺
整
備
後
の
人
の
流
れ
な
ど
の
動

向
を
注
視
し
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
極
め
た
い
。

	

活
力
と
魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成

に
つ
い
て
は
、
交
通
の
利
便
性
が

向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人

が
行
き
交
い
に
ぎ
わ
う
地
域
と
な

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

Ｑ	

市
は
ま
ち
づ
く
り
に
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

Ａ	

立
地
適
正
計
画
で
都
市
施
設
誘
導

の
区
域
と
し
て
考
え
て
行
き
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問

・
本
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
い
じ
め
撲
滅
に
お
け
る
施
策
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
２
０
２
５
年
問
題
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
建
築
許
可
申
請
に
お
け
る
住
民
合
意
に

つ
い
て
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市
は
現
実
に
即
し
た

財
政
計
画
を
作
れ

3
歳
児
以
下
に

公
費
助
成
を

市
民
に
わ
か
り
に
く
い

避
難
所
の
指
定

Ｑ	

国
の
財
政
対
策
や
実
情
に
合
せ
た

中
期
財
政
運
営
方
針
と
長
期
計
画

を
基
に
財
政
運
営
す
べ
き
で
は
。

Ａ	

長
期
は
予
測
で
き
な
い
。
6
次
総

前
期
5
年
の
計
画
が
重
要
だ
。

Ｑ	

各
種
数
値
を
グ
ラ
フ
に
し
て
見
る

と
整
合
し
な
い
数
値
だ
が
、
こ
れ

で
も
変
更
し
な
い
の
か
。

Ａ	
グ
ラ
フ
が
見
え
ず
、
理
解
が
不
十

分
な
の
で
ま
た
今
度
答
え
る
。

Ｑ	

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
が
、
今
年
10
月
か
ら
0
歳
児
を

対
象
に
開
始
さ
れ
る
。
乳
幼
児
期

に
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
と
キ
ャ
リ
ア
化
し
や
す
く
、
将

来
的
に
肝
硬
変
や
肝
ガ
ン
と
い
っ

た
重
篤
な
疾
患
へ
と
繋
が
る
リ
ス

ク
が
高
ま
る
。
そ
こ
で
こ
の
ワ
ク

チ
ン
の
有
効
性
と
安
全
性
、
3
歳

児
以
下
を
対
象
に
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク

チ
ン
の
公
費
助
成
の
実
施
を
問
う
。

Ａ	

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
乳
児
へ
の
接
種
効

果
は
大
変
高
く
、
20
年
以
上
前
か
ら

世
界
中
で
使
用
さ
れ
安
全
性
も
高
く
、

国
家
検
定
を
受
け
て
い
る
。
副
反
応

な
ど
に
つ
い
て
も
、
医
療
機
関
に
丁

寧
な
説
明
を
し
万
全
を
期
し
て
い
く
。

キ
ャ
リ
ア
化
し
や
す
い
1
歳
か
ら
3

歳
ま
で
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
国
の
動
向
や
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
体
制
や
他
市
の
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ	

御
手
洗
川
の
越
水
す
る
可
能
性
が
非

常
に
高
い
宮
内
市
民
セ
ン
タ
ー
が
、

避
難
所
や
地
域
防
災
の
中
心
の
防
災

支
部
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
河
川

氾
濫
が
起
こ
る
危
険
な
場
所
に
市
民

を
避
難
さ
せ
て
良
い
の
か
問
う
。

Ａ	

宮
内
市
民
セ
ン
タ
ー
は
御
手
洗
川

の
浸
水
想
定
区
内
だ
が
、
建
物
の

構
造
が
基
準
を
満
た
し
て
い
る
の

で
、
洪
水
を
対
象
と
し
た
指
定
緊

急
避
難
場
所
に
指
定
し
て
い
る
。

Ｑ	

長
年
地
域
で
安
全
と
さ
れ
、
避
難
所

や
防
災
支
部
の
役
割
を
担
っ
て
き
た

明
石
集
会
所
を
な
ぜ
使
用
禁
止
に
す

る
の
か
。
市
民
が
不
安
に
思
っ
た
り

困
る
こ
と
が
、
市
長
が
言
う
「
市
民

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
問
う
。

Ａ	

明
石
集
会
所
は
土
砂
災
害
危
険
箇

所
に
立
地
し
、
構
造
が
木
造
平
屋

で
あ
り
基
準
を
満
た
さ
な
い
た
め

指
定
で
き
な
い
。

 

そ
の
他
の
質
問

・
廿
日
市
市
の
情
報
公
開
・
情
報
発
信
の

本
気
度
に
つ
い
て

・
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
政
策
の
導
入

に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
導
入
に
つ
い
て

・�

道
路
交
通
法
改
正
に
伴
う
自
転
車
マ
ナ
ー

等
の
向
上
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
廿
日
市
市
自
主
運
行
さ
く
ら
バ
ス
・
ハ
ー

ト
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

山本　和臣 議員

石塚　宏信 議員

細田　勝枝 議員

徳原　光治 議員

け
ん
玉
で
も
っ
と

ま
ち
お
こ
し
を

Ｑ	「
木
の
ま
ち
」・「
け
ん
玉
発
祥
の
地
」

の
本
市
で
の
け
ん
玉
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
検
証
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ	

今
大
会
は
、
第
1
回
か
ら
3
倍
の

20
か
国
と
地
域
か
ら
366
人
の
プ
レ

ー
ヤ
ー
、
2
日
間
で
5
万
人
の
集

客
で
実
施
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
や
新

聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
、
回
を
重
ね

る
ご
と
に
規
模
も
大
き
く
な
り
、

国
内
外
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
定
着
し

て
お
お
い
に
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
繋
が
っ
た
と
考
え
る
。

Ｑ	

け
ん
玉
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ	

第
1
回
目
か
ら
、
は
つ
か
い
ち
観

光
協
会
の
事
務
局
を
中
心
に
実
行

委
員
会
形
式
で
、
市
内
外
の
各
団

体
、
企
業
の
協
働
に
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
市
も
実

行
委
員
会
の
構
成
員
と
し
て
、
引

き
続
き
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
参

り
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問

・
廿
日
市
市
国
際
化
推
進
指
針
の
取
り
組

み
で
の
、本
市
の
海
外
「
姉
妹
都
市
」「
友

好
親
善
都
市
」
交
流
に
つ
い
て
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非
常
勤
職
員
の
待
遇

を
改
善
せ
よ

安
全
と
平
和
守
る

た
め
の
行
動
を

Ｑ	

国
に
お
い
て
は
、
働
き
方
改
革
、

正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
の

格
差
是
正
や
、
同
一
価
値
労
働
同

一
賃
金
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

大
竹
市
は
27
年
3
月
、
嘱
託
職
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

規
則
を
改
正
し
、
職
務
の
内
容
や

経
験
年
数
を
考
慮
し
、
月
額
報
酬

を
定
め
て
い
る
。
本
市
で
も
非
常

勤
職
員
の
待
遇
改
善
を
検
討
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

Ａ	

非
常
勤
職
員
は
、
本
市
の
施
策
、

事
業
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
十
分
認
識
し
て
い

る
。
国
は
、
今
年
度
総
務
省
で
地

方
公
務
員
の
非
常
勤
職
員
の
適
切

な
任
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論

し
、
年
内
に
報
告
書
と
し
て
ま
と

め
る
予
定
。
こ
う
し
た
動
向
や
他

団
体
の
取
り
組
み
を
注
視
し
な
が

ら
処
遇
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

Ｑ	

岩
国
基
地
に
は
来
年
か
ら
艦
載
機

が
59
機
移
駐
。
新
た
に
新
型
Ｆ
35

ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
が
16
機
、
5
年

後
に
は
オ
ス
プ
レ
イ
が
配
備
さ
れ

る
と
い
う
。
廿
日
市
市
側
の
方
が

む
し
ろ
騒
音
、
危
険
が
増
し
、
市

長
は
強
く
反
対
す
べ
き
。
当
事
者

と
し
て
説
明
を
求
め
る
べ
き
だ
。

政
府
が
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
を

発
動
す
れ
ば
、
自
衛
隊
は
海
外
で

殺
し
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
法

の
撤
廃
と
発
動
中
止
を
求
め
よ
。

Ａ	

岩
国
基
地
の
増
強
に
つ
い
て
は
市

民
の
安
全
上
反
対
を
表
明
し
て
き

た
。
オ
ス
プ
レ
イ
は
墜
落
・
死
傷

事
故
な
ど
を
起
こ
し
問
題
が
多
く

粘
り
強
く
国
に
訴
え
る
。
必
要
が

あ
れ
ば
当
然
説
明
を
き
き
た
い
。

世
界
で
紛
争
が
起
き
て
い
る
が
、

一
義
的
に
は
武
力
行
使
よ
り
平
和

外
交
で
解
決
す
べ
き
。
国
は
国
民

に
丁
寧
に
説
明
を
す
べ
き
と
思
う
。

 

そ
の
他
の
質
問

・
お
お
の
自
然
観
察
の
森
の
運
営
に
つ
い
て

・
市
営
墓
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
と
生
ご
み
対

策
に
つ
い
て

植木　京子 議員

高橋みさ子 議員

　　 ■賛否の分かれたもの

定
例
会
議
決
結
果

議
決
日

種　

類

番　

号
事　件　名

議
決
結
果

賛
成
（
人
）

反
対
（
人
）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

向
井　

恵
美

北
野　

久
美

山
口　

三
成

枇
杷
木
正
伸

石
塚　

宏
信

大
﨑　

勇
一

新
田　

茂
美

中
島　

康
二

山
本　

和
臣

広
畑
裕
一
郎

林　
　

忠
正

田
中　

憲
次

徳
原　

光
治

山
田　

武
豊

佐
々
木
雄
三

井
上
佐
智
子

欠　
　
　

員

栗
栖　

俊
泰

細
田　

勝
枝

堀
田　

憲
幸

砂
田
麻
佐
文

高
橋
み
さ
子

角
田　

俊
司

岡
本　

敏
博

有
田　

一
彦

三
分
一
博
史

植
木　

京
子

小
泉　

敏
信

仁
井
田
和
之

藤
田　

俊
雄

9
月
13
日

報
告17

専決処分につき承認
を求めることについ
て（平成28年度廿日
市市一般会計補正予
算（第４号））　注１

原案
可決 26 2 ○○○○○○○○×○○○○○○○−○○×○○○○○○○○○議長

9
月
30
日

議
案86

平成28年度廿日市
市一般会計補正予算
（第５号）修正案
注２

修正
案
否決

4 24 ×××××××××○○×○×××−××××○×××××××議長

9
月
30
日

議
案86

平成28年度廿日市
市一般会計補正予算
（第５号）原案
注３

原案
可決 27 1 ○○○○○○○○○○○○○○○○−○○○○×○○○○○○○議長

注１　魅惑の里火災における厨房等火災復旧工事請負費の補正� 〔表示例〕　○…賛成　　×…反対　　欠…欠席　　議長…議長職
注２　アジアトライアスロン実行委員会への負担金を削除する修正案
注３　Ｂ型肝炎ワクチン接種費や６月豪雨災害復旧費などを含む原案

会期　９月13日〜30日の18日間

11 さくら　一般質問

決算特別委員会委員が次のとおり選任されました。
10月19日〜27日で、平成27年度決算審査を行いました。
（委員長）広畑 裕一郎　（副委員長）向井 恵美
大﨑 勇一、中島 康二、山本 和臣、徳原 光治、佐々木 雄三、高橋 みさ子、岡本 敏博、有田 一彦



市
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
実
現
を
図
り
、
新

た
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
限
り
あ
る
経
営
資

源
を
最
大
活
用
し
、
現
状
の
保

育
体
制
を
見
直
す
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
第
1
期
公
共
施

設
再
編
計
画
に
基
づ
き
、
保
育

園
の
適
正
配
置
や
、
公
立
保
育

園
の
民
営
化
を
進
め
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
方
針
】

●
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

供
給
量
を
確
保
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
を
図
る
。

●
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た

公
私
連
携
方
式
で
、
老
朽
化
や

耐
震
性
が
低
い
施
設
を
優
先
し

再
編
に
取
り
組
む
。

●
民
間
の
動
向
を
踏
ま
え
て
公

立
保
育
園
を
縮
小
し
、
現
在
の

公
立
と
民
間
の
施
設
比
率
2：1
を
、

10
年
後
に
1：2
へ
と
再
編
す
る
。

【
再
編
の
進
め
方
】

「
民
設
民
営
」

民
間
の
土
地
に
、
民
間
が
建
設

を
し
て
運
営
を
す
る
。

「
移
管
」

①
土
地
は
市
が
保
有
し
民
間
が

建
設
・
運
営
を
行
う
。

②
土
地
と
建
物
は
市
が
保
有
し

た
ま
ま
民
間
が
運
営
を
行
う
。

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）】

議
員
か
ら
の
質
疑

Ｑ	

将
来
的
に
、
市
内
各
地
域

に
必
ず
1
か
所
は
公
立
保

育
園
を
残
す
の
か
。

Ａ	

各
地
域
に
1
か
所
以
上
、

配
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

Ｑ	

民
間
保
育
士
の
定
着
が
悪

い
と
聞
く
が
ど
う
か
。

Ａ	

公
民
と
も
に
概
ね
10
年
勤

め
て
い
る
。

Ｑ	

民
間
保
育
園
の
待
遇
や
施

設
基
準
は
大
丈
夫
な
の
か
。

Ａ	

第
3
者
評
価
委
員
会
で
は
、

公
民
と
も
に
差
は
な
い
と

の
評
価
で
あ
る
。

Ｑ	

計
画
案
は
保
護
者
へ
の
説

明
不
足
で
早
急
す
ぎ
な
い

か
。

Ａ	

19
年
に
検
討
委
員
会
を
設

立
し
、
26
年
に
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。
今
後

も
保
護
者
説
明
を
行
っ
て

い
く
。

議員全員協議会   全議員に重要な取り組みの説明がありました

保育園再編基本構想
〜子どもの未来、親の現

い

在
ま

のために〜

再編イメージ（前期：H28〜H32）

民間保育園
（民設民営で建設中）
民間保育園
（民設民営）
廿日市保育園
（公私連携型Ⅰ）
串戸保育園
（公私連携型Ⅰ）
民間保育園
（民設民営）
民間保育園
（民設民営）
友和保育園
（公私連携型Ⅱ）

池田保育園

民間保育園
（民設民営）
丸石保育園
（公私連携型Ⅰ）

鳴川保育園

事業者決定 H29.4開園

募集・建設 H30.4開園

事業者選定 建設

事業者選定

募集・建設

Ｈ31.3建替完了

H30.4開園募集・建設

建設

募集停止

H31.4移管

H32.3廃園

事業者選定

事業着手

H31.4移管

建設 H32.4移管

H31.4開園

H32.4開園

H32.4移管

募集・建設

佐伯

廿日市東

廿日市西

大野

区　域 対象施設 H28 H29 H30 H31 H32
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公
の
施
設
の
使
用
料
及
び
手
数

料
は
、
受
益
者
負
担
に
基
づ
き
、

施
設
維
持
管
理
経
費
や
サ
ー
ビ

ス
に
見
合
う
適
正
な
負
担
と
な

る
よ
う
、
概
ね
3
年
毎
に
見
直

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
改
定
が

予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市
か

ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
見
直
し
の
考
え
方

①
受
益
者
負
担
の
原
則

施
設
等
を
利
用
す
る
人
と
利
用

し
な
い
人
と
の
負
担
の
公
平
性

を
確
保
す
る
た
め
に
、
利
用
者

に
適
正
な
負
担
を
求
め
る
も
の
。

②
料
金
を
改
定
す
る
も
の

現
行
料
金
と
原
価
計
算
に
よ
り

求
め
た
額
と
の
乖
離
率
が
±
10

％
を
超
え
る
場
合
、
料
金
を
改

定
す
る
。
但
し
、
著
し
く
高
く

な
る
も
の
は
、
利
用
者
の
負
担

増
加
に
配
慮
し
、
現
行
料
金
の

概
ね
50
％
増
額
を
上
限
と
す
る
。

●
見
直
し
に
よ
る
効
果
額（
見
込
み
）

・
使
用
料　

１
５
２
７
万
５
千
円

・
手
数
料　

1
万
3
千
円

●
改
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
28
年
12
月　

条
例
改
正
案
の
提
案

・
29
年
3
月
1
日
〜

定
期
利
用
券
の
改
定
案
の
施
行

・
29
年
4
月
1
日
〜

使
用
料
・
手
数
料
の
改
定
案
の

施
行

議
員
か
ら
の
質
疑

Ｑ	

施
設
に
よ
り
、広
島
市
民
の

使
用
者
が
多
い
と
聞
い
て
い

る
。
市
外
使
用
者
の
料
金
設

定
を
別
途
設
け
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ	

広
島
市
も
使
用
料
は
一
律
で

あ
る
。
料
金
の
変
更
は
考
え

て
い
な
い
。

	

使
用
率
の
高
い
施
設
の
み
値

上
げ
さ
れ
、
公
平
性
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
。
関
連
あ
る

施
設
は
、
同
様
の
方
針
で
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ	

利
用
者
増
加
が
で
き
て
い
な

い
施
設
は
分
け
て
考
え
て
い

る
。
目
的
・
用
途
な
ど
を
踏

ま
え
、
必
要
に
応
じ
見
直
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ

公の施設の使用料及び手数料の
見直しについて

〜財政健全化に向け、自主財源確保のために〜

【見直し内容（案）】
■使用料
ア　宮島幼稚園保育料
　①保育料
条例名 現行（月額）

廿日市市立
幼稚園保育
料等徴収条
例

一律　6,500円
生活保護世帯 免除
市町村民税非課
税世帯 免除

市町村民税所得
割非課税世帯 3,250円

　②預かり保育料
現行（日額） 改定（案）

開業日 300円 400円
休業日 500円 600円

イ　社会体育施設使用料
条例名 対象 現行（時間） 改定（案）

廿日市市社会体育施設
設置及び管理条例

グラウンド（３施設） 無料 640円
野球場（２施設） 無料 640円
小田島多目的広場 無料 280円
テニスコート（３施設） 無料 430円

廿日市市大野体育館等
設置及び管理条例 大野テニスコート 420円 430円

ウ　廿日市市スポーツセンター定期利用券（トレーニング室、サウナ室、温水プール）
条例名 区分 現行（利用料金の範囲） 改定（案）

廿日市市公園条例

　１年間　小人
　　　　　大人

14,000〜26,000円
28,000〜52,000円 廃止

６か月間　小人
　　　　　大人

8,750〜16,250円
17,500〜32,500円 改定なし

３か月間　小人
　　　　　大人

5,250〜9,750円
10,500〜19,500円 改定なし

■手数料
条例名 現行（回） 改定（案）

廿日市市自転車等の
放置防止に関する
条例

自転車移送手数料　　　　　  1,570円 1,650円
原動機付自転車移送手数料　  2,100円 2,200円
自動二輪移送手数料　　　　  2,620円 2,750円

階層区分 改定（案）
生活保護世帯 免除
市町村民税非課税世帯
（市町村民税所得割非課
税世帯含む）

2,500円

市町村民税所得割課税額
77,100円以下 7,000円

市町村民税所得割課税額
211,200円以下 7,500円

市町村民税所得割課税額
211,201円以上 8,400円
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本
年
の
5
月
か
ら
3
回
開
催
さ

れ
た
土
地
利
用
検
討
委
員
会
で

は
、
市
の
若
年
層
を
含
め
た
雇

用
拡
大
や
地
域
経
済
活
性
化
を

図
る
た
め
、「
平
良
・
佐
方
地
区
」

の
活
力
創
出
拠
点
の
形
成
や
、

付
加
価
値
の
高
い
土
地
利
用
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
9

月
に
意
見
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
意
見
書
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
対
象
地
区
に
対
す
る
意
見
】

●
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

優
位
性
を
活
か
せ
る
。

●
入
込
観
光
客
の
多
い
広
島
市

と
宮
島
間
に
立
地
し
、
地
理
的

条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

●
企
業
需
要
に
対
し
て
も
高
い

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
。

●
宮
島
と
連
携
し
た
滞
在
時
間

の
延
長
に
よ
る
、
消
費
拡
大
が

期
待
で
き
る
。

【
市
の
課
題
に
対
す
る
意
見
】

●
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
改
善
。

●
良
質
な
雇
用
の
創
出
。

●
賃
金
水
準
の
向
上
。

●
市
内
企
業
の
移
転
先
用
地
確

保
や
活
性
化
へ
の
配
慮
。

【
市
の
将
来
像
に
対
す
る
意
見
】

●
夢
を
持
て
る
地
方
都
市
。

●
地
方
創
生
の
推
進
。

●
将
来
を
見
据
え
た
雇
用
の
安

定
確
保
。

●
県
西
部
の
拠
点
、
魅
力
あ
る

都
市
機
能
の
確
立
。

【
意
見
の
ま
と
め
】

●
土
地
利
用
の
方
針
と
し
て
、

「
工
業
施
設
用
地
」
及
び
娯
楽
・

宿
泊
施
設
を
含
む
商
業
用
地
と

し
て
の
「
観
光
・
交
流
施
設
用

地
」
と
し
た
土
地
利
用
が
、
も

っ
と
も
有
効
と
の
結
論
と
な
っ

た
。
加
え
て
、「
宿
泊
施
設
」

や
「
研
究
・
教
育
施
設
」
の
誘

致
を
視
野
に
入
れ
た
、
高
付
加

価
値
の
土
地
利
用
の
検
討
も
重

要
で
、
定
住
促
進
に
つ
い
て
整

理
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

議
員
か
ら
の
質
疑

Ｑ	

観
光
・
交
流
施
設
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ	

観
光
客
は
国
内
・
国
外
に
限

定
し
て
い
な
い
。
ま
た
、大

型
Ｓ
Ｃ
と
は
競
合
し
な
い

商
業
施
設
等
を
考
え
た
い
。

Ｑ	

実
現
判
断
の
時
期
は
、い
つ

頃
を
考
え
て
い
る
か
。

Ａ	

資
料
整
理
を
11
月
中
に
は

行
い
、12
月
定
例
議
会
で
の

報
告
を
目
標
と
し
て
い
る
。

新機能都市開発構想調査検討について
〜新機能都市開発構想土地利用検討委員会の意見書〜

【対象地区のエリア区分】
Ａエリア：�地区の北側「観光・交流施設用地」
Ｂエリア：�地区の南東側「工業施設用地」・「観光・交流施設用地」
Ｃエリア：�地区の南西側「工業施設用地」・「観光・交流施設用地」

廿日市市新機能都市開発構想　土地利用計画図
注：市有地の位置、形状は確定測量によらない。
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平成28年度
第４回 廿日市市議会

議会報告会（意見交換会）

第１部　議会報告会（約３０分）

　　　　「政務活動費収支報告と情報公開について」
・皆さんからの質問時間もあります。

第２部　意見交換会とまとめ（約５０分）

・テーマごとに分かれて、課題や対策についての意見交換をします。
　皆さまのご意見やアイデアをお聞かせください。

開催日　１１月１９日（土）・２０日（日）

（開催時間などは会場で異なります。下の会場案内でご確認ください。）

報告会会場のご案内
開催日 11月19日（土） 11月20日（日）
対象地域 廿日市地域

（東部）
廿日市地域
（西部） 大野地域 宮島地域 佐伯地域 吉和地域

報告会場 中央市民
センター（天神）

地御前市民
センター

大野西市民
センター（丸石）

宮島市民
センター

玖島市民
センター

吉和福祉
センター

開催時間 10：00〜
11：30

19：00〜
20：30

10：00〜
11：30

15：00〜
16：30

10：00〜
11：30

15：00〜
16：30

意
見
交
換
テ
ー
マ

総務 定住推進と空き家対策について 宮島幼稚園の
利用料について 定住推進と空き家対策について

産厚 保育園再編
計画について

高齢化への
対応について

観光産業の
活性化について

観光客のおもて
なしについて

農林水産業の
活性化について

観光資源の
活用について

建設 JR廿日市駅周
辺整備について

下水と雨水
対策について

下水道計画に
ついて

生活交通に
ついて

災害対策に
ついて

公共交通に
ついて

担
当
議
員

総務 枇杷木、井上、三分一 山田、大﨑、佐々木、有田 山本、徳原、山口

産厚 北野、砂田、仁井田、植木 林、小泉、新田 田中、角田、向井

建設 広畑、高橋、藤田 中島、細田、石塚
岡本（大野）、藤田（宮島） 栗栖、堀田、岡本

主催：廿日市市議会　　お問い合わせ：廿日市市議会事務局　電話 30-9211

どの会場でもご参加いただけます！お近くの会場へどうぞ！
※�駐車場に限りがあるため、公共交通機関のご利用をお願いします。
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キラリ！ はつかいちの高校生

議会の動画を見よう。
廿日市市議会では本会議
の模様をインターネット
で録画配信しています。
また、本会議開催中は本
庁舎ロビー及び各支所で
生中継を行っています。

議会を見学しよう。
廿日市市議会では皆さん
の傍聴をお待ちしており
ます。傍聴をご希望の方
は、議会開催日に本庁北
側２階の議会事務局窓口
までお越し下さい。

次 回 12 月 定 例 会（予定）
日 月 火 水 木 金 土

本会議 本会議 本会議 本会議
（議案審議）（一般質問）（一般質問）（一般質問）

本会議 委員会 委員会 委員会
（予備日） （予備日）

本会議
（委員長報告等）

9：30開会（変更の場合があります）

議会に参加しよう。
議会に対して陳情等を提
出することができます。
陳情とは、特定の事項に
ついて議会などに実状を
訴え、適切な措置を要望
することです。

山陽女学園高等部バトン部は、全国大会に34回連続出場し
ています。年間行事（20回）として地域や小学校、中学校
PTCなど中等部と共に活動しています。昨年の３月には、
アメリカのディズニーランドでパレードに参加、またセン
トパドリックスデーパレード部門にも出場し、見事海外で
トップの成績を納めることができました。日本とは違う環
境で戸惑うこともありましたが、日本では味わうことのな
い声援や感動をいただき、今でも思い出に残っています。
今年の８月には、全国高等学校総合文化祭マーチングバン
ド・バトントワリング部門が廿日市市で開催され、眞野市
長にご挨拶いただきとても励みになりました。この大会で
講評者特別賞を受賞しました。こうして結果を残すことが
できるのは地域の皆さんや家族の応援があってのことだと
思います。なんと言っても色々経験をさせてくださる顧問
の先生に感謝しています。これからも感謝の気持ちを大切
に頑張りますのでご声援よろしくお願いします。

バトン部部長　江本 栞里さん

その10

4 5 6 7

1
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18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

山陽女学園　　　　　

　　　バトン部の皆さん

編 集
後 記
北野　久美

いまの季節、神輿の威勢の良い掛け声や、
多くの行事の開催で、まちが一気に活気づ
きますね。
それと同時に、よく耳にするのが、担い手
不足や今後の運営を心配される声です。
地域により抱える課題は異なりますが、実
際にお住まいの方のご意見をお聞きするこ

とが、解決の一歩だと考えます。
そこで、市議会では4回目となる議会報告会
を開催いたします。
これまでの反省点を踏まえ、より多くの方に
参加いただけるよう、委員会で試行錯誤を
重ねて参りました。
皆さまのご参加をお待ちしております。

（４月１日にリニューアルしました）

校章紹介　七尾中学校

七本のペンは、校名の由来と
なった「七つの丘」を表したもの。
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